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プラズマバブルに伴うROTI・ロック損失発生分布

Distribution maps of ROTI and losses of lock associated with equatorial plasma bubbles
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プラズマバブルとは電離圏において局所的に電子密度が減少する現象で、プラズマバブル内部にはさまざまなスケール
の不規則構造が存在している。そのため広い帯域の電波に影響を及ぼす。現在位置を調べるために用いられている GPS
ナビゲーションシステムは 1.2～1.5GHzのマイクロ波帯電波を使用しているが、プラズマバブルが発生するとGPSナビ
ゲーションシステムにおいても影響を受け、シンチレーションが発生する。シンチレーションが激しくなるとGPS信号
の信号強度、位相が急激に変化するためGPSの位相測定が中断される「ロック損失」を引き起こす。このことから、プ
ラズマバブルがGPSに及ぼす影響を調べることは工学的な応用上重要である。GPSにシンチレーションを引き起こすの
は、電離圏高度において数 100m程度の電子密度擾乱である。したがってプラズマバブルに伴うシンチレーションを調
べることにより、プラズマバブル内部に存在する数 100m程度のスケールの擾乱の発達を調べることができる。さらに、
GPSデータから TEC(全電子数:Total Electron Content)を求めることができるが、TECの時間変化は衛星の移動速度を考
慮すると、数 km程度の電子密度擾乱の影響を受ける。
そこで本研究では、プラズマバブル内部の電子密度擾乱の変動のスケールサイズについて調べるため、プラズマバブ

ルに伴う ROTI（TECの時間変化の標準偏差）・ロック損失について解析を行った。2001年に発生したプラズマバブルを
全天大気光データから選び出し、その日の TECデータに対して 5分ごとの ROTIとロック損失回数を求め上空 250kmに
マップし、全天大気光データとの比較を行った。
その結果、全天大気光カメラで観測されたプラズマバブルの位置で、ROTIの上昇とロック損失の発生が確認でき、東

へ移動していく様子が確認された。2001年 9月 22日のイベントでは、ロック損失の発生が少なくなってもROTIの上昇
が維持されている様子も確認でき、プラズマバブル内部の擾乱の発達が変化している様子も確認できた。


